
 

第４回四国ブロック小学生大会愛媛予選 

タイムスケジュール・代表者会議資料 
 

【タイムスケジュール】 

8:00 ～ 開館・コート設営 

9:30 ～  代表者会議 

 10:00 ～ 10:40 男子 新居浜 ― 男子 山の手 

 10:50 ～ 11:30  女子 愛媛 ― 女子 新居浜 

 11:40 ～ 12:20  男子 山の手 ― 男子愛媛 

 12:30 ～ 13:10  (交流戦)  女子 愛媛 ― 女子 新居浜  

 13:20 ～ 14:00  男子 新居浜 ― 男子 愛媛 

 14:15 ～ 16:30  (交流戦) 試合時間１５分  

 16:30 ～   片付け 

   

 １．参加チーム 

   〈男子〉 愛媛ジュニアーズ 新居浜ジュニアハンドボールクラブ 

        山の手クラブ 

   〈女子〉 愛媛ジュニアーズ 新居浜ジュニアハンドボールクラブ 

  

 ２．男子組み合わせは愛媛県協会の責任抽選にて決めました。 

    

 ３．コートを２面設営し、希望チームによる交流戦(15 分)を実施します。 

   詳細は別紙にて。 

   参加チーム数により予定より早く終わる場合もあります。 

 

 ４．運動会雨天順延により松山地区のチームが棄権となった場合、男子の２位３位は別

日に試合もしくは抽選にて決定します。 

   公式戦はなくなりますので、参加できるチームで午前中のみ合同練習もしくは交流

戦を実施します。 

    

【競技上の注意】(試合時間 15-10-15) 

１．競技方法 

(１)男子はリーグ戦。 

〈リーグ戦順位決定方法〉 

①勝ち点制(勝＝２・引き分け＝１・負＝０)で勝ち点の多いチームを上位とする 

②勝ち点が同数である場合、当該チームの対戦の勝者を上位とする 

③すべての試合の総得点・総失点の差で多いチームを上位とする 

④総得失点差が同数の場合、総得点の多いチームを上位とする 

⑤上記すべて同数(対戦者間は引き分け)の場合、抽選により決定する 
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(２)女子は、試合終了時に同点の場合は第一延長戦、それでも決定しない場合は３名方

式の７ｍＴＣで勝敗を決する(登録していない選手、退場中の選手及び失格になった選

手は出場できない) 

〈７mTC の実施方法について〉 

①７ＭＴＣ出場選手の申請用紙は使用せず、申告を行う 順番は問わない 

②使用するゴールはレフェリーが決める 

③先攻後攻はコイントスで決める 順番は問わない 

④先攻のチームから交互に７mTC を行い、それぞれ３名ずつ７mTC を行う 

⑤勝敗が決しない場合は、再度、７ＭＴＣを行なう。その際改めて４人目から６人目

までの選手の申告を行なう 

⑥４人目として最初にスローするのは、１人目のチームと逆のチームから行なう 

⑦４人目からはサドンデス方式とする 

 

２．メンバー表・トス・ユニフォーム(ビブス)について 

(１)トスのとき選手登録証の提出 

(２)トス及びユニフォーム確認は、第１試合は試合開始３０分前、第２試合以降は、前の 

試合の前半終了直後にオフィシャル席前で行う 

選手、チーム役員いずれでもよいが、その場で判断できる者でなければならない 

事前に登録しているユニフォーム(ビブス)を持参のこと 

(３)ユニフォームの確認時には、本大会で着用するすべてのユニフォーム(ビブス)を持参

すること 

(４)競技規則通り、ユニフォームの下に着用するアンダーシャツ・短パンの下に着用する

サイクリングパンツが見える場合は、ユニフォームの基調となる色・短パンの色と同

色でなくてはならない 

なお、ユニフォーム・短パンの下から見えないということで異色のアンダーウエア・

サイクルパンツを着用しても、プレイ中度々見えるような場合は、審判員・役員から

履き替えまたは見えないようにとの指導が入るので従うこと 

※靴下は、チーム選手全員が同色のこと  更にコンプレッションソックスは、個々

で使用しても構わないが、靴下と同色でなくてはならない 

 

３．メンバーの確認について 

(１)代表者会議で決定したチーム役員・選手のみが競技に参加・出場できる 

(２)今大会は、ベンチにはチーム責任者を含み、チーム役員５名、選手２０名まで 

(３)チーム役員は、主催者が準備したＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅカードを着用し、試合終了後

オフィシャル席に返却する 

(４) 競技規則通り、チーム役員は原則として座っていなければならない 

ただし、チーム役員の１名のみが、戦術的な指示を出すことや治療を目的としてコー

チングゾーンの範囲内で動くことが許される 

(５) 競技規則通り、各チームは品位あるベンチマナーを維持する 

 

４．チームタイムアウト 

(１)チームタイムアウトは１試合で２回請求できるが、前半・後半のそれぞれ１回まで

しか請求できない 
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(チームタイムアウト請求カードは原則としてベンチに置き、申請するときにだけ持

つことができる) 

(２) 競技規則通り、チームタイムアウト請求カード(グリーンカード)は、チーム役員が

コーチングゾーンを越えて記録席の机の上に置かなければいけない 

請求のためにコーチングゾーンを越えたとき、時間をとったりためらったりすること

は許されない 

オフィシャルは受け取ってもよい 

記録席からの合図があった時点でのボールの所持の状態により、チームタイムアウト

の許可が決まる 

 

【確認事項】 

・アップについて 

 コート設営が終わり次第、使用可 

 9:40～は第１試合のチームを優先 

 ハーフタイム時のコートは、次の試合のチームの練習に使用可 

試合中、隣の交流戦のコートが空いていればアップ可。 

外でアップをする場合は、周囲の迷惑にならないよう配慮して実施 

場所取り禁止 譲り合って使用 

 

【注意事項】 

・貴重品は各チームで管理 

・観客席での飲食は可 ゴミは全て持ち帰る 

・冷却用氷は各チームにて用意 （体育館事務所ではもらえない） 

・コンセントの使用は禁止 

 


